
Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 7 9年５月1 9日第4 5回公開講演会
「古代文献史料に承られる土器」吉田恵二
「斑鳩の瓦工たち」岡本東三

( 2 ) 1 9 7 9年1 1月1 7日第4 6回公開講演会

「郡行遺跡をめぐる諸問題」山中敏史
「イタリアにおける町並保存」上野邦一

現地説明会

( 1 ) 1 9 7 9 年５月2 6 日平城京左京三条四坊七坪発
掘調査現地説明会篭井伸雄
( 2 ) 1 9 7 9 年７月2 1 日山田寺第３次発掘調査現地

説明会川越俊一
( 3 ) 1 9 7 9 年８月2 6 日平城宮跡第1 1 9 次発掘調査

現地説明会加藤允彦
( 4 ) 1 9 7 9 年９月８日大官大寺第６次発掘調査現

地説明会千田剛道

( 5 ) 1 9 7 9 年９月1 9 円・２０日薬師寺東僧房発掘調

査現地説明会菅原正明

( 6 ) 1 9 7 9 年１２月１日平城宮跡第1 1 7 次発掘調査

現地説明会立木修

( 7 ) 1 9 7 9 年1 1 月2 4 日藤原宮跡第2 7 次( 東面北門）

発掘調査現地説明会小林謙一

( 8 ) 1 9 8 0 年３月８日平城宮跡第1 2 0 次発掘調査

現地説明会中村雅治

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 7 9 年４月2 8 日～５月６日
見学者6 , 6 0 1 名

秋季特別公開1 9 7 9 年１０月2 0 日～1 1 月４日

見学者1 1 , 4 6 0名
( 2 ) 見学者数

奈良国立文化財研究所要項

＊資料館は1 9 7 0 年腿・概膿は1 9 6 8 年庇以降

2 1 9 7 9 年度文部省科学研究費補助金による研究
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計

研究課題

大和国荘園の復原的研究
塔本塑像の復元的研究
魂晋南北朝時代壇墓の描造的研究
飛鳥時代石造物の研究
古代高床倉庫の系譜的研究
民家の軸部描造の系統的発展に関する研究
竪穴住居の椛造と立地条件に関する研究
大画面の経典説話図の研究
縄文時代の小形膳製石斧の研究
奈良・平安時代戦基の基礎的研究
西日本における斐入町家群の町形成に関する基礎研究
木簡の書道史的研究
近畿地方における縄文土器の編年と地域性
古代・中世における土器容量の変遷過程
古代寺院遺構の研究
瓦製作技法の伝播と地域的変容の研究
七世紀寺院の系譜的研究
日本上代庭園の植物生態に関する研究

18件

研究代表者

田中稔

田中義恭
町田章
猪熊兼勝
木下正史
吉田靖
宮本長二郎
百橋明穂
土肥孝
黒崎直
上野邦一
今泉隆雄
岡本東三
吉、忠二
山中敬史
山崎信二

松本修自
光谷拓実

交付願

19, 000千円
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( 6 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化制･ 発掘技術者専門研修
（遺跡保存盤備課程）

1979年12月３１１～１２月12FＩ（参加者24名）

( 7 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修
（遺物整理課程）

1 9 8 0年１月281 1～２月９「１（参加者24名）

( 8 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化対発掘技術者特別研修
（第１I i 1 I 特殊調査技術課程）

1 9 8 0年２月141 1～２月181 1（参加者24名）

( 9 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修
（調査計画課程）

1 9 8 0年３月３ＦI ～３月1 3 1 1（参加肯１８名）

1 1 0）研修員受入

ア御村精治（度会郡小俣中学校教諭）

瞳見博一（三重県立白子高校教諭）

1979年１０月２日～11月201Ｊ

榎本義護（松阪市第四小学校教諭）

1 9 7 9 年６月４日～８月３Ｒ

イ小嶋芳孝（石川県立埋蔵文化財･ センター

主1 ｡

1979年６Ｍ25L１～６月3011

ウDa v i d A l b e r t S l a ws o n（米国インディア

ナ大学大学院生）

1979年９ｊｊ２１Ｒ～12月５１１

エB a h i r a A l - K a i s s i （イラク文化芸術宵考

古総局化学技師）

T ha k a a Ga z i e Ma g i d（イラク文化芸術省

考古総局保存技師）

1979年12月17Ｈ～12月２１１１

オ石井毅（財団法人茨城県教育財団主任

調査員）

佐野正（〃）
1 9 8 0年３〃21 1 1～３月２５１１

－６９－

模造製作

高松塚古噛出上品（棺飾金具）
橘寺火頭形叫仏，石のカラト古峨

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財･ の保謹に資することを目的
として、主に地方公共団体の埋蔵文化財･ 保謹行政
担当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修

（写真測歴課程）

1 9 7 9 年５月９日～５月1 9 口（参加省1 2 名）

( 2 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修

（自然遺物課程）

1979年６j j l l l １～６月2311（参加者１２名）

( 3 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化; け発掘技術者一般研修
1 9 7 9年７月231 1～８月251 1（参加苫24名）

( 4 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化跡発掘技術者専門研修
（遺跡調恋課程）

1 9 7 9 年９月1 7日～1 0月６日（参加者1 6名）

( 5 ) 昭和5 4 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修
（遺物保存科学課程）

1 9 7 9 年1 0 月1 8 Ｈ～1 1 月２日（参加者1 3 名）

調査整備等指導

（北海道）史跡ⅡＩ下ヨイチ運上家，（青森）弘前

城三の丸庭園遺跡，（岩手）科内遺跡，二戸市上
里遺跡，史跡胆沢城跡，（秋、）秋田城跡，史跡

払田柵跡，東北縦戯自動車道建設関係遺跡，（福

崎）悉１１寺跡万塔，（群馬）新保遺跡，芳賀団地

東部遺跡，（埼Ｋ）辛亥銘鉄剣保存，（石川）和

田山・末寺山T l f 岐群，（福井）朝倉氏遺跡，（長

野）座光寺バイパス遺跡，松本高校遺跡，（岐
阜. ）史跡美膿I R I 分寺跡，羽生辿跡，史跡弥勅寺

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示
第二展示室特別陳列「桜井の仏像」

（1979. 3. 27～1979. 5. 6）

特別展示「飛鳥時代の古峻
一高松塚とその周辺一」

（1979. 9. 28～1979. 11. 11）
普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の
質問に応じている。また特別展示のカタログとし
て「桜井の仏像」及び「飛鳥時代の古駿」を' １
行。

入館者数（1979. 4. 1～1980. 3. 31開館|~1数3031] ）

一般

高・大

小・中

計

普通観覧

46. 321

1７，８１１

1４．１６０

78, 292

団体観覧

2１，１７９

33, 298

38, 100

92. 577

有料計

170, 869

無料

6，８１７

合計

177, 686



跡，美漉古窯跡群，（静岡）伊庄谷横穴墳群，

（愛知）馬見塚遺跡，尾張国府跡，石塚古窯跡，

（三重）川原井遺跡，斎宮跡，北堀池遺跡，天華

寺廃寺，（滋賀）横木原遺跡，（京都）栗栖野

瓦窯跡，史跡蛇塚古墳，小塩地区山岳山林地域遺

跡，恭仁宮跡，上津遺跡，京都市高速鉄道予定地

内遺跡，（大阪）亀井遺跡，（兵庫）緑ケ丘遺

跡，魚住古窯批群，福本遺跡，丹波三ツ塚廃寺，

（奈良）鍵唐古遺跡，史跡飛鳥寺跡，高安城跡，

（和歌山）道成寺遺跡，崎の揚揚壷，船岡山遺

跡，（鳥取）上原遺跡，広瀬廃寺跡，伯害国分寺
跡，（烏根）尼寺原遺跡，史跡富田城関連遺跡，

団原遺跡，出雲爾造館跡，（岡山）美作国分寺

跡，束大寺瓦窯跡，（広島）寺川廃寺跡，草戸千

軒町遺跡，（山口〕長門国府周辺遺跡，大内氏遺

跡，（徳島）阿波国分寺遺跡，（香川）青ノ山登

窯，西村遺跡，（愛媛）永納山城跡，（高知）土

佐国朽跡，（福岡）太宰府跡関連史跡，（佐賀）

茶園原遺跡，九州横断道遺跡，名謹屋城，国府
跡，（熊本）平原瓦窯吐，（鹿児島）薩摩国分寺
跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第2 0 号昭和5 2 年度埋蔵文化財･ 関係調査報告書一
覧1 9 7 9 年６月3 0 日

第2 1 号昭和5 2 年度埋蔵文化財関係記事等掲載一
覧（付行政資料）1 9 7 9 年８月3 0 日

第2 2 号国分寺等発掘調査関係文献目録1 9 7 9 年
１２月17口

第2 3 号遺跡の露出展示1 9 8 0 年２月2 6 日

第2 4 号鉄製遺物の保存法1 9 8 0 年３月３日
第2 5 号埋蔵文化財調査センターの現状1 9 8 0 年

３月１８日

５その他

委員会等

第６回飛鳥資料館運営協議会

1 9 7 9 年５月1 5 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 7 9 年５月2 5 日・２６日於平城宮跡資料館
集落町並保存対策に関する研究集会

1 9 7 9 年1 2 月４日・５日於文化会館
外国出張

坪井清足ドイツ考古学研究所１５０周年記念国
際研究討論会議出席，ドイツ古代都城遺跡視察及

び調査研究のためドイツ連邦共和国に派遣。

1 9 7 9 年４月1 5日～同年５月４日

佐原真ドイツ考古学研究所1 5 0 周年記念国

際研究討論会議出席及びドイツ古代都城の調査研
究のためドイツ連邦共和国に派遣。

1 9 7 9年４月１５日～同年５月2 7Ｈ

木下正史「ロ本考古展」出品物の開梱，陳

列，撤収及び会期中における管理保全のためのキ

ューレーターとしてアメリカ合衆国・カナダに派

遣。

1 9 7 9 年４月2 6 日～同年６月１日

宮本長二郎第２回アジア太平洋文化財･ 等保謹
会議出席及び緯国内の建築遺跡の調査のため大韓

民国に派造。

1 9 7 9 年５月2 7 日～同年６月７日

工藤圭章文部省在外研究員として建造物保存

と修理技術の比鮫研究のためスペイン・デンマー

ク・スウェーデンに派造。

1 9 7 9 年６月４日～同年７月2 8日

坪井清足米国ミシガン大学主催による日本考

古学に関する国際シンポジウムに参加及びアメリ
カ先史史跡の保存に関する調査と遺跡の視察のた
めアメリカ合衆国に派遣。

1979年10月３日～同年10月１５日

山本忠向「日本考古展」出品物の開梱，陳
列，撤収及び会期中における管理保全のためのキ
ューレーターとしてアメリカ合衆国に派遣。

1 9 7 9年1 1月３日～同年12月５日

猪熊兼勝文部省在外研究員として古代墳蕊の
築造法に関する調査研究のためブラジル・ペルー

・グァテマラ・メキシコに派遥。

1979年11月25口～1980年１月23日

西村康「日本古代文化史展｣ 出品物の開梱，
陳列，撤収及び会期中における管理保全のための
キューレーターとしてアメリカ合衆国に派遣。
1 9 8 0 年１月2 9 日～同年３月６日

田中琢ギリシャにおける文化財の保謹の沿
革とその保存活用体系の調査研究のためギリシャ

に派避。
1 9 8 0 年３月1 7 日～同年３月３１口

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国
有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

－７０－



鵬綱|識’

庁から支出委任を受けて買収覗務を担当してい患
が，1 9 7 9 年度の状況は下記の通り

第８冊

第９冊

第10冊

第11冊
第12冊

第13冊

第14冊
第15冊

第16冊
第17冊

第18冊
第19冊

第20冊

第21冊
第22冊
第2 3冊

1９５９ 文化史論叢I Ｉ

川原寺発掘調壷報告
平城宮跡・伝飛島板撒宮跡発掘調在報告
院家建築の研究
巧匠安阿弥陀仏快慶

寝殿造系庭姻の立地的考察
レースと金亀舎利塔に関する研究
､ ド城宮発掘調在報告１１官術地域の調在
平城宮発掘調在報告I Ⅱ内裏地域の調代
､ F 城富発掘調盗報告Ⅳ宮術地域の淵ｆｆ
小堀遠州の作事

藤原氏の氏寺とその院家

名物裂の成立
研究論集Ｉ

研究諭集１１

平城宮発掘凋従報告Ⅵ平城京左京一条
三坊の調在

高山一町並調従報告一
平城京左京三条二坊

平城宮発掘調征報告Ⅶ

飛鳥・藤原宮発掘洲侮報告Ｉ
研究論集Ⅲ

木縛奈良井一町並調f f 報告一

五条一町並調在の記録一
飛鳥・藤原宮発掘捌侮親告１１

研究論集Ⅳ
イタリア中部の一山岳集落における
民家調遊報告

､ ド城宮発掘調従報告Ⅸ

研究論集Ｖ
平城宮稚備調在報告Ｉ

1960

1961

1962

前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

1963

1965

Ⅱ図書及び資料
図審5 0 , 5 1 4 冊

1967

1969

1971

1973

1974

1 9 5 4 1 第１冊仏師迎慶の研究

第24111

1975第25冊
第26冊

第27冊

第28冊
第29冊

1976第30冊

1977第31冊
第32冊
第3 3 冊

写真1 9 1 , 9 0 4 点（1 9 7 9 年度末現在）

Ⅲ研究成果刊行物

1 9 7 9 年度刊行物

1 9 5 5 1 第３冊文化史論叢

第２冊修学院離宮の復原的研究

奈良国立文化財研究所史料

的研究

癖

1 9 5 8 1 第６冊中世庭園文化史

1 9 5 7 1 第５冊飛鳥寺発掘洲在綴告

－７１－

1 9 5 6 1 第４冊奈良時代僧勝の研究

第７冊興袖寺食蝋発掘洲在報告

区分

１９７９年度

閏行地合汁

而祇

２３．３３３．４６ｍｇ

2００．６０９．４１

肺入額

416. 473, 779円

3．４１０．４６６．３１０

区分

1979年

累計

種別

和洩杵

洋神

ｒ
ｒ
ｒ
丁

咽
ｒ
靴
ｒ

漢和
洋

購入

1, 750

2 7 4

27, 311

3，．０２０

寄附

2, 847

5６

1９，７３８

4 4 5

計

4. 597

330

47, 049

３，４６５

年度

４
５
３
４
６
７
９
０
４
５
６
７
８

５
５
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７

名称

第１冊南無阿弥陀仏作灘果（複製）
第２冊西大寺板尊伝記災成
第３冊仁和寺史料寺誌編１
第４冊俊乗坊! ､ 源史料災成
第５冊平城宮木簡１Ⅸ１版

第６冊仁和寺史料・寺誌総２

第５冊、F 城宮木簡１解説（別冊）

第７冊唐紹提寺史料１
第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊１１本美術院彫刻等修理記録’

第1 0 冊１１本災術院彫刻等修理l i d 録I Ｉ
第1 1 冊１１本災術院彫刻聯修理1 氾録I Ⅱ

第1 2 冊藤原宮木簡Ｉ図版・解説
第1 3 冊日本美術院彫刻蝶修理記録Ⅳ
第1 4 冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ
第1 5 冊東大寺文神目録第１巻

稽 称

報節3 7 冊飛蝿．藤原樹発掘洲1 f i i 報杵Ⅲ

学報第 3 8 冊研究論喋Ⅵ

史料第１６冊日, k 巽術院彫刻涼修理記録Ⅵ

史料第1 7 冊平城宮木簡1 4 収１版

史料第1 8 冊藤原宮木簡1 カｌｘ1 版

史料第1 9 冊束大＃文1 1 1 : ' １録第２巻

図録第６冊飛鳥時代のＩｉｌ･ 戦

ｊ‘ § 準資料第７冊凡編７

厩機他昭和5 3 年腿 ､ ド城宮発掘洲 I f f 概報

飛島・藤原宮発掘淵i f 擬報９

藤原宮出土木簡概報

年度 名称



1２２

奈良国立文化財･ 研究所基準資料 建物

－７２－

,汁

59属

1 . 433

1．０２１

3 3 F 1９２

軒釧

910

1. 518

飛鳥資料館図録

Ⅵ施設

土地3 2 , 3 1 1 ㎡（当所所管）
新庁舎8 , 8 6 0 ㎡爪‘ 勘資料館1 7 , 0 9 2 ㎡
飛脚費料館欄舎 1 , 3 4 3 ㎡郡山猫舎８０㎡
イド日野5 , 1 3 6 ㎡

1, 187, 534. 67㎡（文, 化庁所管）
平城篇跡地区9 8 6 , 0 5 4 , 7 3 ㎡
藤原宮跡地区2 0 0 , 6 0 9 . . 3 1 ㎡
飛鳥稲別宮殿跡地8 7 0 . 5 3 ㎡

１

1．３１８

1．６７３

主要工事

( 1 ) 施設整備没
千円

図書資料制 i 改修工事 5 , 6 0 0

埋蔵文化財センター研修棟床改修その他工率
４，０４２

（建設省近畿地方建設局委任工事分）

奈良園立文化財･ 研究所新庁舎建築改修工事
264 , 770

〃 ｆＥ気〃8 3 , 8 8 0

〃 機械〃8 5 , 3 0 0

( 2 ) 平城宮跡地等整備費
千円

平城宮跡環境整０術工事 5 7 , 5 0 0

藤原宮跡環境整備工事 6 , 7 0 0

特別史跡平城宮跡地形調査 1 , 6 7 0

平城宮跡地水質及び土質調査工1 『5 , 4 5 0

平城宮跡内稚内道路補修工塞６２８

平城宮跡水銀灯取設工事 1 , 2 0 0

〃南棟覆屋補修工率６６０
平城資料館シャッター取設工事4 , 6 9 7
( 3 ) 庁費

千円
機械室棟熱源機器その他設備工副手2 7 , 0 0 0

埋蔵文化財センター研修棟視聴覚設備工事
４，９２５

〃 ガス冷暖房' 機取設工事
７，３０O

飛鳥資料館庭園整備等工覗 2 , 6 2 0

〃裏山購入予定地測量５６３
特別史跡藤原宮跡地整備工事測量６４１

1 Ｖ定員

、
●

公
０
Ｆ
Ｌ

］

Ｖ予算（1 9 7 9 年度）

年度

1 9 7 3

1974

1975

1976

1978

名称

第１冊瓦編１解説
第２冊瓦編２解説

第３冊瓦編３
第４冊瓦編４

第５冊瓦編５
第６冊瓦編６

人件世

連営費
事業管理

一般研究
特別研究

発掘調ｆｆ
宮跡雅備管理
飛鳥資料館迎営

埋蔵文化財センター迎営

施設賛

施設整備費

平城宮跡地等整備費
各所修繕

不動産賊入世

計

381 , 976千円

5７３，４１５

10, 049

53. 984

2, 164

346. 254

４７，５５８

４５，２３４

68, 172

643, 417

425, 599

108. 660

９，１５８

１００，０００

1. 598, 808

1978年度

1 9 7 9年度

指定職 行政一

2３

２３

行政二 研究職

6９

６９

計

9９

９９

建物

邪勝宝

研究築

寅糾・図11 F 塞
会鍍窒
: 締喰
峡示窄

写典壊
悩催・腿示棟
ｊＩｆルI 【

愈服・収蔵AI I
研修陳

その他

計

亜要文化ｌ
旧米谷家( ｝

合

＃
宅
！
…

折庁

Ing

6－５３９

平城

、Ｚ

1０．８３８

藤原

Ｉｎｇ

503

６１

２１７

１．５１２

１５２

２．４４５

飛鳥
資料館

Inz

1５２

４２

８９

６４８

４９

９４

1. 608

2 - 6 8 2

券、野

ｍＦ

７９７

１９１

４０

１０９

８６

２０

２００

1 . 4 4 3

『
ｒ
５
３
２
２
８
８
８
８
４
７
８

，
１
３
１
１
９
０
７
１
９
１
１

2３．９４７

１９８

2４．１４５

年度

1976

1977

1978

名称

第１冊飛島白鳳のｲ E 銘金銅仏

第２冊飛鳥向風の在銘金銅仏銘文洲
第３冊日本古代の蕊誌

第４冊１１本I I r 代の蕊誌銘文編
第５冊古代の誕生仏



Ⅶ

４月１Ｆ

４月22日

５月ｌＩｌ

６月l ﾛ

６月２Ｈ

９月１日

１０月20日

人事異動

（1979年４月１日～1980年３月311- 1）

庶務部庶務課長に転任三森武雄

国立国際美術館庶務課長に転任

音川啓太郎

埋蔵文化財センター教務室長に振任

織井弘一

福井工業高等専門学校庶務課長にI 侭任

岡本清

飛烏藤原宮跡発掘調査部史料調査室長
に昇任加藤優

庶務部会計課経理係長に昇任

冬野徹

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任沢| Ⅱ正昭・西村康

滋蟹大学教育学部助教授に転任

小笠原好彦

平城宮跡発掘調査部考占第一調査室長

に配椴換工楽蕃通
平城宮跡発掘調査部考古第二調査室長

に配置換森郁夫

平城宮跡発掘調査部史料調査室長に記

置換鬼頭浦明

飛烏藤原宮跡発掘調査部考古第一調査
室長に配置換佐藤興治

飛鳥資料館学芸室長に配置換
猪熊兼勝

埋蔵文化財センター研究指導部遺物処

理研究室長に配瞳換町田章

庶務部庶務課庶務係長に配旺換
西田健三

文部技官採用上原真人

, 』『務補佐員採用

大場範子・竹烏弘美

研究補佐員採用泉雄二

辞職秋本喜子

或務補佐員採用藤本照子

庶務部会計課用度係長に記縦換
乾敏光

研究補佐員採用盛雌雄

辞職広瀬雅艦
研究補佐員採用大林達夫
大阪大学学生課に転任大西蝦

1 1 月１個

１２月１旧

１月16口

１月２９日

２月１M

３月30口

３月３１日

庶務部会計課課長補佐に昇任

艇浮常一

脚立大洲青年の家庶務課長に転任

吉田博次

庶務部会計課に転任外鴫義広
平城宮跡発掘調査部長に振任

岡田英男

文化庁文化財保謹部建造物課主任文化
財調査官に転任工藤圭竜

飛鳥藤原宮跡発掘調査部長に配置換

狩野久

辞職牧、道子
文部技官採用内川昭人
辞職内田誠

辞職吉田恵二

Ⅶ組織規定

文部省設置法抜莱
昭和2 4 年法律第1 4 6 号

昭和4 3 年６月1 5 日一部改正

蝿3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第4 1 条阿立文化財研究所は，文化財に関する調

査研究，盗料の作成及びその公表を行う機関と

する。

２国立文化ｽ ｲ ･ 研究所の名称及び位置は、次のと
おりとする。

名称 他電

東京国立文化財研究所｜東京都

奈良国立文化財研究所奈良市

３国立文化財･ 研究所には、支所を慨くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は
文部宥令で定める。

文部省設置法施行規則抜莱
昭和2 8年１ﾉ 1 1 3 1 . 1 文部行令輔２号，追加１N和4 3年６月1 5 1 1
文部満令鋪2 0 F ］
昭和4 5年４月1 7 1 1 文部背令第1 1勝，
昭和4 8年４）１１２１１文部右令第６弓．，
昭和4 9年４月1 1日文部宵令第1 0号，
昭和4 9 年４月1 1 m文部省令第1 0 号，
昭而5 0 年４月２口文部背令輔1 3 号，
昭和5 1 年５月1 0 1 1 文部柑令第1 6 写，

－７３－



昭和5 2 年４月1 8 日文部竹令第1 0 号，
昭和5 3 年４月５日文部満令第1 9 号，
昭和5 3 年９月９日文部宥令第3 3 呼

第５章文化庁の附属機関

第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置

く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，美
術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並

びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘

調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを

置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の覗務をつかさどる。

一職員の人覗に関する事務を処理すること。

二職員の福利厚生に関する覗務を処理するこ
と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。

四との研究所の所掌求務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に, 係る遺構及び遺物の保

全のための弊備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない車務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する事
務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処
理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を
処理すること。

五庁内の取締りに関すること。
（美術工芸研究室等の蛎務）

第1 2 7 条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，書跡その他の有形文化財（次項及
び第３項に規定するものを除く) ，及び工芸技
術に関する調査研究を行い，並びにその結果の

公表を行う。

２建造物研究室においては，建造物及び伝統的
建造物群に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡並びに
歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその
結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）
第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査
室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺椛調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか

その発掘を行う。

３考古第一. 調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４遺柵調査室においてば，遺構の保存擢理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び或務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料
調査室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地
域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において
は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く｡ ) の保存整理及び調査研究並びに
これらの結果の公表を行う。
４辿桃調査室においては，造機の保存整理及び

－７４－



調査研究，遺構の計測及び修紫並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，側民の理解を深め
るため，この地域に関する考古資料，歴史盗料
その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に
供し，あわせてこれらに関する調査研究及び訴

業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を撒く。
２館長は，館務を掌理する。
（飛鳥資料館の二室及び覗務）
第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室をi 掻
く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。
３学芸室においては，次の覗務をつかさどる。
一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建
造物，絵画，彫刻，典篇，古文: i 1 1 : その他の資
料の収集，保揺展示，摸写，模造，写典の
作成，調査研究及び解説を行うこと。
二飛鳥地域に関する図苫，写真その他の資料
の収集，整理，保管，展示，閲覚及び調査研
究を行うこと。

三飛鳥資料館の覗業に関する出版物の細集及
び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の
事務をつかさどる。
一埋蔵文化財･ に関し，調査研究及びその結果
の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の埋蔵文化財･ 調査関係職員その他
の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び
助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収

集，整理，保獅及び調査研究を行い，並びに
地方公共団体の機関その他関係の機関及び団
体等の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財･ センターの優）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を慨く。
２前項の捷は，叩臓文化財･ センターの覗務を掌
理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び惰報資料室を置く。
（教務室のZj i 務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す
る郡務を処理するほか，埋蔵文化財センターの
庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の瓦塞及び『Ｉｉ務）
第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落
遺跡研究茎，遺物処理研究室，測耽研究室及び
保存工学研究室を置く。
２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号
から第３号までに掲げるツf 務（他の室の所' 蝋に
属するものを除く｡ ) をつかさどる。

３集淋遺跡研究室においては，集溝遺跡に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる覗
務（遺物処理研究室，測量研究室及び保存工学
脈究室の所掌に腿するものを除く。) をつかさど
る。

４遺物処理研究室においては，遺物の処理に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事
務をつかさどる。

５測最研究室においては，埋蔵文化財の測雄に
関し，第1 3 3 条鋪1号から第３号までに掲げる
事務をつかさどる。

６保存工学研究室においては，遺跡の保存嬢備
に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ
る張務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8条情報資料室においては，第1 3 3条第４号
に掲げる覗務をつかさどる。
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